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１ 研究課題     

子どもとともに育つ保育者 

 

２ 研究・研修の視点 

  幼児期の教育は、生涯にわたる人間形成の基礎を培う重要な役割を担っている。子ども一人一人

の可能性は、日々の生活の中で出会う環境との相互作用の中で育まれ、その経験のつながりによっ

て拓かれ将来へとつながっていくものである。子どもは、遊びや生活といった直接的・具体的な体

験を通して、人と関わる力や思考力・判断力・表現力を育み、環境を通して、社会と関わる人とし

ての基礎を学び成長していく。 

  本園の目指す教師像として、「聞法にいそしむ保育者」「子どもと共に育つ保育者」「子どもに学ぶ

保育者」「学び続ける保育者」の４つを掲げている。子どもにとって大切な環境の一つとしての保育

者は、子どもが発達に必要な経験を得るための環境や、保育者のより深い子ども理解の重要性を認

識しておく必要があると考える。子どもは人間性豊かな保育者の下で、安心して自分らしい言動が

でき、様々な物事への興味や関心を広げ、自分から何かをしようとする意欲や活力を高めていくこ

とができる。日々の保育の中で保育者は、子どもとの関わりの中から常に自己の保育を振り返り反

省し、次の保育に向けて備えることが大切である。その繰り返しの中で、保育者は子どもとの間に

信頼関係を育み、良質な保育実践を積み重ね、そのことが自らの資質向上につながっていく。 

  今回、「主体的に学び続ける保育者の在り方」についての研究・研修にあたり、令和元年度の分科

会において出された今後の課題を踏まえ、保育者一人一人の質の向上のための個人研究テーマ設定

と全体研究テーマとを融合させながら、本園における教育の質の向上を目指すことにした。 

これまで園内研修で取り組んできた「幼稚園教育要領」「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０

の姿」「主体的・対話的で深い学び」を基に、保育者一人一人の資質向上と職員全体の専門性の向上

を図っていきたいと考える。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

令和２年度 

 〇 前年度までの研究・研修を振り返り、成果や課題の共通理解を図る。 

 〇 自己評価や自己申告を基にした課題を踏まえ、「個人研究テーマ」を設定し、自分なりの研修

方法で実践する。 

 〇 研究保育に「個人研究テーマ」と「全体研究テーマ」両方の観点を入れて実施する。 

令和３年度 

 〇 主体的に学び続ける保育者の在り方について、令和２年度に取り組んできた研究・研修の結

果出てきた「今後の課題」を令和３年度は引き継ぎ、この課題をクリアするための方法につい

て、さらに研究を進める。 

 

第４分科会 

 主体的に学び続ける保育者の 
在り方 
 ～保育者個人と園全体の質の向上を目指して～ 

問題提起園 宇宿幼稚園 

問題提起者 濵田 瑞月 
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４ 研究の 要 

 研究・研修のテーマのとらえ方 

     幼児教育は人生を通して学び成長し続ける生涯教育の に し、人間形成において本質

的な役割を果たしている。そのため、それに わる た 保育者は、 の要 に しながら

「主体的に学び続ける」ことが められている。 

さて、子どもは、遊びや生活の中で直接的・具体的な体験を通して、人と関わる力や思考力・

判断力・表現力を育み、社会の中で生きていく人としての基礎を、環境を通して学び成長してい

く。 た 保育者も、その環境の重要な担い であることから、子どもた の成長を えるため

に必要な資質・能力を備える く「主体的に学び続ける」ためには、どのようにすれ いいかを

課題として取り上げることとした。また、それはすなわ 、本園の教育・保育の質の向上につな

がり、研究課題である「子どもとともに育つ保育者」としての姿に いていくことになるので

はない うか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究の内容 

主体的に学び続ける保育者である く、本研究では、保育者一人一人がそれ れ自分の研究課題

を設定し、「個人研究」としてそれに取り組むとともに園全体で共 していくものとした。「個人研

究」とは、 自が取り組みたい課題に対し、考えたこと実践したことを言 にし、振り返りながら

まとめあげることである。つまり、言 することで考えを にし、それを振り返ることで今後

への指 となる。そして、まとめることで 者と共 することができるようになる。 

また、個人研究テーマと全体研究テーマを意識しながら日常の保育実践を い、保育者の資質向

上と職員全体の専門性向上につながったかどうかを する方法を考えていくこととした。 

 研究の方法 

ア  これまでの実践を振り返って成果と課題をまとめ、自分の目指す保育者の姿を えて、個

人研究テーマを設定する。その 、自分の良さや みを生かすことも考 する。 

とと に育 保育者 

個人研究テーマの設定 
   個々の課題解  全体 の  

   園全体の 題

個々の資質・能力の

向上 

育 保育の質の向上 

個人研究テーマの設定 
   個々の課題解  

個々の資質・能力の

向上 

主体的に学び続ける保育者 
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  個人研究テーマと全体研究テーマを り ん 研究保育を い、自分自 の資質向上と保育

の向上を する。 

 実践  

これまでの実践を振り返り、個人研究テーマを設定した。そこで、ま 保育者 が、いかにこ

れまでの自分を評価し、 け めているかを表に す。 

 自分の良さ・ み これまでの実践を振り返っての課題 自分の理 とする保育者の姿 

 

教 

 

で 日 す。 ・ リ リのある保育ができてい

ない。 

・ 子どもへの り方が しい。 

・ 子どもの育 をとらえる視点を

広げたい。 

・ 一人一人と に接しなが

ら、ク 全体をまとめられ

る保育者 

・ その子に合った教育をし、

成長させてあげられる保育者

教

 

元 で 日 で

す。 

後まで り く取

り組む。 

・ 事の要領がつかめ 、期 間

になってから てることが か

った。 

・ 分からないことが く、 アの

生に頼りすぎてしまっていた。

・ 子ども一人一人の良さをた

くさん けられる保育者 

・ 共に ん り ったり、

の共 ができる保育者 

教

 

作 き。 
意 できる。 

 

・ 子ども理解 

・ 子どもを しく理解し、 切な

ができているか。 

 

 

 

・ 子ども一人一人の良さを認

め していく保育者 

・ 一人一人の課題に り

い、 り をなくし、 しで

も できるようにしていく

保育者 

教

 

子どもや職員、保 者

の話を聞いて しでも

安を解 する。 
 

・ 経験年 を重ね、保育 けでな

く い職員への指 をどうすれ

よいか。 

 

・ 子ども一人一人に り

い、良い 分を し、本人

が っている 分は一 に向

き合い、共に育 合える保育

者 

・ 職員間でもそれ れの良い

分を認め合えるような環境

を作っていき、 心を れない

保育者 

教

 

 

 

テ  
力 

・ 分からないことは、もっと積

的に質 する。 

・ 子どもとともに成長する保

育者 

・ 子どもの 在を認める保育

者 

・ 保 者から信頼される保育

者 

・ 何に対しても一生 取り

組む保育者 

教

 

 

 

テ  ・ 自信を てるようになりたい。 ・ 子どもからも保 者からも

生た からも信頼される保

育者 

・ の 生みたいに や

きのある保育者 
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このような課題を けて、保育者それ れが自分の研究課題を設定していった。それ れの研究内

容は次の表のとおりである。 

 
取り組みたいこと 研究テーマ び具体  

テーマを 
設定してみて 

教

 

 一人一人の得意分
を す。 

 ー リ で
成長を える。 

一人一人の得意分 を し、成長を えることの
できる ー リ の作り方 

 子どもの良いとこ や得意なとこ を き める
ー を 備し、 積する。 

 の 生方から積 的にア をいた く。 
 幼児期の終わりまでに育って欲しい「 の姿」に
ついて研修を深める。 

 一人一人の育 が わるような表現の 方を考え
る。 

の様子を る
に、今までよりも の姿
を意識して られるよう
になった。 

教

 

お さん っこ
について 

一人一人が自分の作りたい物を ー し、 しく
作活動に取り組むお さん っこにするための

保育者の関わりや環境設定 
 お の内容に った や 物を用意し、それを

せることで ー を たせる。 
 一人一人と ー を図り、どのよう
な物を作りたいか話をしながら ー できるよ
うに する。 

 作活動の 入では、 ー を たせる を
する。 

 子どもた のつぶやきや 動から思いや考えを
え、遊びを広げることができるような きかけを

する。 

自分の なことを
らかにすることで、課題
を けることができ
た。 

教

 

幼児の きや学
びをつぶさにとら
え、日々の保育に生
かしていく実践 
 
 
 

保育に生かす子どもの きや学びのとらえ方 
  学を意識した教 の研究を進め、子どもの
きや学びの を かくとらえていく。 

 子どもの発 を生かした 作遊びを する中
で、教師の いや教 ・ を積 的に い
ながら、子どもの意欲を引き出し、自ら考え し
ていく。 

 な や を って子どもが遊びに生かせ
るおも 作りを う。 

 子どもの遊びの で
の きや学びを、意識
して 意深く るように
なった。 

教

 

自分自 が取り組
んできたことや、実

、現 に ってか
らの の 、
今後、なりたい教師
像などを える 会
や の 保 

幼稚園教 としてのこれまでの取組と自分の成長、
そして今後に向けて 

 職員間での ー を に図り、話し
やすい 作りをする。 

 保育での出来事を職員に話すことでうまくいった
こと、いかなかったこと、その中で られた子ども
の成長を共通理解していく。 

 自分自 の経験 を話すことで、共 を得て 心
に り一 に取り組めるようにする。 

 自分の意識が高まり、
りの職員の 事の

や取組を て、自分自
が学ぶ きこと、また、
後 教 に教えていかな
けれ ならないことが
し つ えてきている。

教

 

自分の課題点、
題点を ける
の 方 
 

子どもとともに成長するための日々の振り返り 
 日の保育の振り返り・反省をしっかりする。 
日々の子どもの様子を する。 
 よりよい保育の 識を 得する。 

日々の保育や子どもの
様子を することで、

かい点に くことが
できた。 

教

 

一人一人の発達の
に合った や

子どもた が しい
と思える生活を る
ための の在り方 

日々 たことや の 生方や子どもた から
学ん ことを生かして、成長していくための取組 

 一日一日を振り返り、自分の反省をしっかりと考
える。 

 日の出来事を する。 
 

 子ども一人一人を理解
しようとより く思える
ようになった。 の
方について、 に質
したり自分で たり

する 会が えた。 
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次に、具体的に３ の教 の研究 を取り上げる。 

ア テーマをいかに設定したかについての実践  

 教 の 合 

年４ に 用教員として 用され、 めて ー リ の実践に関わり、 しな

がら子ども一人一人の ー リ 作りを進めてきた。１学期に１ つ作成し、保 者と子ど

もの育 を共 してきた。その中で子どもの成長を実 するとともに、 ー リ の可能性を

く るようになった。そこで、 ー リ に取り組む中で自分自 の課題を らかにし、

個人研究テーマを設定することにした。 

 年中児ク  の ー リ  

１学期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期  

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

３学期  

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★５月１７日園外保育★ 
 アスレチックが大好きな〇〇くん。着いた

瞬間真っ先にアスレチックに走っていきまし

た。この先にある恐竜の滑り台を滑るために、

何度も繰り返し挑戦していました。怖がらず

にどんどん進んでいきました！とても楽しそ

うな様子でした。 

★自由遊び★ 
 〇〇ちゃんや〇〇くんと大きな山を作っ

ているところです。１学期よりももっと、み

んなで協力したり楽しさを共有したりでき

るようになりました。最近は、鬼ごっこに夢

中です。先日は、ちゅうりぷ組の○○ちゃん

と砂場で遊ぶ様子も見られました。友達の

幅もだんだん広がっています。 

 ★自由遊び★ 
 自由遊びの時間に糸電話を作って、声が聞

こえるか実験している様子です。「なんで聞こ

えないのかなあ～」「先生、紙コップに穴をあ

けて！」と試行錯誤しながら作っていました。

毎日いろいろなものを発明し、お友達も真似

したくなるような面白いおもちゃを作ってく

れます！ 
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実践を振り返っての成果  

〇 「成長が分かるように す」「 達との関わりを す」の２点を意識して、１年間取り組むこと

ができた。 

〇 子どもの を ぶ に一人の けでなく、 児との関わりが分かるような も ぶよ

うにしたことにより、子どもの姿を具体的にとらえることができた。 

〇 子どもた 一人一人の姿を つめ、 しの成長も発 できるように取り組めた。 

 

実践を振り返っての課題  

〇 ー リ を作成する中で、１０の姿のどの 分が成長しているか分かるように すこと

ができなかった。 

 

  １年間 ー リ を実践することで、子どもの成長を に えることができた。そこで

次年度は、さらに ー リ の良さを生かし、もっと一人一人の成長が分かるような内容に

し、得意分 を すことができるような きかけをしていきたいと思い、個人研究テーマとし

て取り組むことにした。 

 

教 の 合 

用されて２年目の 年度は、１年間の 事の れも理解し、前年度の反省を踏まえて 通しを

もって、日々の保育の 実に めることができた。 

個人研究テーマを設定するに たっては、実 に った保育実践を基にして、その 備や実践を

反省しながら自分の課題を らかにすることにした。 

 

令和元年度お さん っこ  年長児ク  

  入 ー 学 員さんの ・お さんと 員さんのやり取り・ 員さんの けを学

ん  

 

 

 

 

 

 

 

  作 員さんの ていた を 考に を作った。それ れの ー で 力して

作をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 ここにこんなものがあるよ。 
 ここにお さんとお い物にきたこ

とがあるよ。 
 いらっし いませ って言ってる

 下の方に を けたいな 。 
 くまさんはどんな にしようかな。 
 これが作りたいん けど、何で作る  
 これとこれを組み合わせたら良いかも  
 生、A さんが遊んで何も作ってない  
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 日 学で学ん ことを生かしてお さんと関わり、お さん っこを しん 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お さん っこを実践しての成果  

〇 どのようなお さんを作りたいか、 しいお さんにするためには、どんな が必要か

を考える 間を 分 保することで、子どもた は意欲的に話し合い、お さんの ー を

つことができた。また、必要な を考え、自主的に めることができた。 

〇 様々な を 備し、自 に えるようにしたとこ 、 しんで を に取り、豊かな発

で 具作りをする姿が られた。 

実践を振り返っての課題  

〇 どの ー も主体的に活動できるような ー 成は、どうすれ よいのか。 

〇 どの子も、作りたい物を ー して しく作り上げるためには、どのような きかけをすれ

よいか。 

 

  お さん っこを実践する中で、さらに すれ 、どの子どもも ー を豊かに らませ、

しく遊ぶことができるようになるのではないかと考えた。そこで、次年度の研究テーマとして

度お さん っこの保育実践を取り上げ、より深く質の高い保育 くりに取り組むことにした。 

 

 テーマを設定し、それに基 いて った保育実践  

 教 の 合 

 

 

 

  題  「 を って しく遊 う 」 年 ・年 児ク  

  ねらい 

   個人テーマである教 発を通して、全体テーマである「主体的・対話的で深い学びの実現」

につながるような保育実践を う。 

   の を って、 達や教師と しく遊ぶ。 対話的学び  

   様々な で、自分なりに して遊ぶ。 主体的学び  

 内容 

  ・ を って遊ぶ。 

思考力の 生え・豊かな 性と表現・ な心と体  

  ・ がしたり、積み上げたり、くっつけたりして遊ぶ。 

性・言 による え合い・思考力の 生え  
 

個人テーマ  
子どもの きや学びを すための教 発 

全体研究テーマ  
主体的・対話的で深い学びの実現 

 いらっし いませ 。 しいですよ。 
 しい あ一 にやってみよう

か 年 児に対して  
 ー ーはこ らですよ。いかがです

か  
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 ○ 

 
T   

 本 の活動  
 

間 環境設定 保育の実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うりっ 組保育  

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備する物  

・う わ ア ー 

・はら こあおむし 

・ の 合わせ 

・くっつく  

・ るま積み・  

・ とし 

  備の ク  

  生テー ・  

・ がしの的 

・自 遊び ー ー ー  

 

う わ ア ー「はら こあおむし」を る。 
のはら こあおむしを る。 

本 の活動について話を聞く。 
で遊ぶ。 

 遊び方について話を聞く。 
 々な があることを る。 
 遊ぶ に 事について話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ける。 

本 の活動を振り返る。 

 

どれに 
しようか

な  

は を 
めくるん
だよ！ 

ップ 

ころがし 

で
やろうよ！

 様 

 

 

様

 

くっ
く 

がし
コ  

だ る ま
み 

自 由 遊 び
コ  

ッ プ
とし  

様  

う っ 
たおれる～

くっ く 

ップ 

が
できた！ 

見て！くる

くる るよ 

ップ 

なんか
がする
よ！ 

が っ
ていたよ！

ップが
ていったよ！ 

ころころ
がした！ 

ップが電
みたいに

ながったよ！

スみたいな
がしたよ

の 

ぶやき 
り返り 

での発  

る

び け  

して

の  

分けし

び

 

て る

 

の  
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振り返り  

子どもにとって な の を ったおも は、子どもの に まりや

すく いやすい教 であり、主体的・対話的で深い学びにつながる きや学びを す教 である

ことが分かった。具体的には次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人テーマである「教 発」の観点から の教 の様々な価 を 出せた。 

 〇 遊びを経験した後でもあり、 合わせ ー に興 、取った を ったり、どこにあっ

たかを 認したりしながら 重にめくる年 児もいて、 期的に興味を やすい教 になった。 

〇 の るま積み・ とし では、 への関心を高めたく ー を っておいた

が、 を意識して る年 児と、 への関心は く の を に えて しむ年

児との いも られ、 し を えることで きや学びを すことができた。 

 〇 接 するテー を えたことで用 の な いに きに、遊びが していった。 次

で様々な可能性を めた教 であると た。 

〇 今回は、年 ・年 での実践であったが、年中・年長と年 が上がると遊びにも が ら

れるのではないかとも思う。 

 

「主体的・対話的で深い学び」という園全体の研究テーマを、自 の個人テーマである「子ども

の きや学びを すための教 発」と結び け、実 に 発した教 を って保育を うこと

で、より に子どもの主体性や 性、さらには深い学びへとつなげることができた。今後も「個

人テーマ」を することでさらに「園の目 」を実現させていきたい。 

 

 その の取組 保育者自 の主体的・対話的学び  

  園全体の取組として、本園では、年間 回「わくわく 」という 間を設定し、 学年担

２人 つが した み聞かせや指遊び、 ア ーなどを子どもた の前で し、一 に

しむことで自らの保育 の向上に めている。 

主体的な学び  

・ に がす ー ーに めは 中していたが 次 に の ー ーにも目を向け め

遊びが広がった。

対話的な学び  

・ 年 や経験に て遊びに いがあり りを て子どもなりに何かを 取り 自分の

遊びに取り入れたり たりしていく姿があった。 

・ がし では 中に入れた や ー の重さや の いを て教師に え

る子どももいた。 

深い学び  

・ 中に をはめ ん くっつく の ー ーでは にくっつけることを

しみながら 反発した に「あれ 」と 思 そうな表 を か ていた。 

・ 反発を 用して がす遊びへと する子どももいた。 の を理解している年 児

からは「 でし う 」との発言も聞かれた。 

・ への理解ができない年 児でも くっついたり反発したりする えに 思 な

表 を か たり 何度もくっつけようと したりする姿があった。 
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   わくわく は、教師としての専門性を生かし、子どもの豊かな 性や 像力を培うことを

ねらいとしている。 

   教師が っている ー リーを子どもた けでなく、教師間でも することで、お互い

が学び合い良い となっている。また、教師個人の保育がマ リ してしまう現 があった

が、このわくわく がきっかけとなり、 しいことにも してみようという意欲が さ

れるとともに、様々な での学びの があり、保育者自 の主体的で対話的な学びとな

っている。 

   経験年 に関係なく、 者はも んのこと、 テ の教師にとっても個々の学びがあり、

ー リーが えていくことで保育の質の向上にもつながり、まさに深い学びの となってい

る。今後も継続させ、保育 の向上に めていきたい。 

 

 まとめ 

   本研究では、保育 一人一人が個人研究テーマを設定することで、研究を自分のこととして け

め、目 を 主体的に取り組むこととした。ま 具体的にテーマを設定することで、個々が何

をす きかが に えてきた。それを一人一人が実践し、振り返るということを通し、研究

考え実践し振り返る という一 の れが大切なの と実 するようになった。さらに、自分自

の取組でク が 容していく様子を目の たりにするとともに、保育 自らの成長も実 する

に った。また、個々の研究と園全体のテーマを結び けることで、共通意識を って研究へ取り

組んでいく意識が高まり、園の中に 性が生まれるようになった。今後は自己評価をすることで、

自 の成長を自 できるようにしたい。 

 

 今後の課題  

〇 研究・研修においては、テーマの設定で終わらせないために、テーマに基 いた具体的な方

を考え、 に課題解 に向かうとともに、その や成果を評価し、次につなげていくことが

大切である。そのために、今後も自分自 の成長を自 できるような自己評価について考えてい

く。 

 〇 個人の研究ではあっても、互いの研究テーマや進 について ることで、自分の研究の

考にできるように、共 する 会を設定していく。 

 〇 に、 用者の取組については、意図的・計画的に っていることや みを出し合い、

の 言を得る を 保する必要がある。 


